
北朝隋唐期の貴石印章とその用途

-ソグド人･ササン朝との関係をめぐって-

岩本篤志

はじめに

北朝～庸初の基の発掘にともない､副葬品として陰刻丸形の印車型の石を俵め

込んだ指輪が発見されたという報告を酎こする機会が多くなってきたOたとえば､

山西省太原の徐鱗葛から出土した指輪型の印車が2003年10骨の『文物』の裏紙

を飾ったことは記憶に新しいところであるO　これらは皇帝の堀､臣下が持つ印､

車といった類とかなり様相を輿にしたもので､人物や動物像など所洞酋方(中央

アジア､酋アジア､欧州等)由来とおもわれる図像が盤石(宝石)の印面に刻ま

れている(以後､癒着印車と総称する) 0

-方､北朝隅腐境から出土したこのような激金属としてササン朝およびビザン

ツ硬鉾が多数に出土しており､倣製品がつくられていたことや､口の中にいれて

埋葬する風習があったことなど〔小谷1988〕 ､漢人が支配していたとされる場所

において､こうした相方由来の硬健がどのような価値をもったのか､多数の研究

成果が番璃されつつある(0

出土報告等において､療有印準も印面図像の西方的要素に窓点をおいて分析が

こころみられているが､参考資料がかなり狭い範囲にとどまっているため､十分

な分析がつくされていないように思われる｡そのため､現時点ではこうした西方

系の療石印車は東西文化交流の象徴的な存在のひとつではあっても､北朝～庸初

の･R体的な社会史的意義をもつ資料とはなりえていない.

しかし､中国国内で発見されたこのような西方系の飯石印車は実はすでに相当

数となりつつあり､印面の図像やその用途を-一歩ふみこんで考える手がかりがそ

ろいつつある｡

今後､つぎつぎにこのような印章が発見されると予想されるが､ 1950年以降に

発見され､写真が公開されている北朝隅庸期の西方系印車と目されるものを中心

にその意義を探る端緒としたい｡
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1.中国国内で出土 .発見 された貴石印章

1950年以降に発見され､写真が公表されている歯石印章を､本稿中での名称､

出土地､発掘牢､印面の材質､出典 (画像があるもの)の順で示したO

① 巴楚人形押印 新荘 ･巴楚県 ･脱庫孜沙来､1959､白粥璃

出典 : 〔楼蘭展 :p.128,音速大観 :p.266,黄金の道 :p.148〕

② 畢克斉金戒指 内蒙古 ･呼和浩特近郊畢克斉､1959､黒色宝石?O

出典 : 〔呼和浩特,斉東方 1999:p.410〕

③ 李希宗基金戒指 河北 ･饗皇県南郡部､19750

出典 : 〔李希宗墓〕

④ 高昌人形花押 新港 ･吐魯番高昌故城､出土年不明｡

出典 : 〔音速大観 :p.133〕

⑤ 李賢基金戒指 寧夏 ･固原､1983､onyx?Lazurite?0

出典 : 〔李賢夫婦基,固原文物 :p.129,Juliano&Lemer2001:p.101〕

⑥ 史詞耽嘉宝石印章 寧夏 ･陶原､1986､onyx｡

出典 :〔羅豊 1996:pp.240-247,固原文物 :p,215,Juliano,A.L.&LemerJ.A.

2001:p.260〕

⑦ 徐穎基金戒指 山西 ･太原､2002､魔気石?ラピスラズリ?

出典 : 〔張 ･常2003〕

これらと本論中で言及する印章および歯石印章を利用してつくられた李静訓基

出土首飾 り(⑧)の発見地を地図上に示すと次のようになるQ

この図は近年､陸続と出土品の発見がつづき､注目を集めているソグド人が活

躍 した範囲にほぼ重なるようにおもわれる(2)｡もちろん印章出土 ･発見地だけを
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もってソグド人との関係をいうのは乱暴であり､まずは出土地と印車の関係を丹

念におっていく必要がある｡また20世紀初頭の中央アジア探査に際して､北朝階

唐期より古いと考えられる時代のもので西方風の図像が刻まれた印車も多数出土

しており(:i)､これらとの時代区分も必要となる｡

このような西方系の印車の発見についてよく知られているのはスタインの賓客

の次のくだりであるol901年､スタインが尼雅 (ニヤ)を調査した際､封印され

た董ね合わせ型のカロシスティー木簡を多数発見し､封泥にアテネ像やエロス像

をみとめ､漢字銘と西方風の肖像の封印が併存する木簡をみつけ､ ｢寮びに満ち

た衝き｣を番き記しているOパクトリアよりはるか東方にかつてギリシア古典文

化と中国的文化とが温渚していた痕跡を見つけたと考えたからであるOそして､

以前調査した ｢古代コ-タンのみやこあと｣ヨー トカンの ｢文化層｣から出土し

た印寒とおぼしき彫刻石をひきあいにだし､次のようにのべるo

ヨー トカンの屑の層のなかから見出された同様の遣りの彫刻石のばあいに

おけるように､これらの封印のどれが実際にコ-タンの領土内で彫刻された

ものか､またどれが酉洋あるいはtt;典芸術が伝わったアジアの他の場所から

輸入されたものか､をたしかめることは不可能であるOわれわれは､かつて

封印を使用した人びとの職能や住居をなお研究する必要があるけれども､封

印を押した文番がこの古代遜跡の近くか､またはコ-タン王国の園境内で創

始されたものであることに疑念の余地はあるまい｡またこの文番の年代も､

後述のごとく､かなり正確に定めうるのであるから､われわれにとってこれ

らの封泥はもし機会に恵まれて印の原物を得たとしても､それよりもはるか

に価値の商いものであるO 〔スタイン,松田駅,2002:pp.199-ZOO〕a

スタインはここで印牽そのものより､文番内容の分析によって使用年代の推測

ができる可能性を持つ封印のついた木簡の発見に高い価値を線めている｡実際に

カロシュティー木簡は3-4世紀のものであることが解明されてきており(4㌧スタ

インが発見した木簡の封印につかわれた印輩は本稿の対象とした時代とは異なる

ことになる｡

ただ､近年､時代特定が困難な地層からでなく､被葬者がいっ埋葬されたかが

あきらかな北朝晴唐基からスタインがみつけたような西方由来とおぼしき印車が

出土しており､また中国も､中国以外の地域も考古調査の成果をあげてきている｡

発見された印輩を整理すれば､印章とそれを使用していた人間や社会との関わり

がみえてくるように思われるのであるO

①～⑧の8点のうち､③(丑の2類はいわゆる中原の地にふくまれる河北省､山

西省から出土しており､当時の中国の政権およびその社会と文化との関係を考え
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ると論ずるべき点が多く､本稿で扱 うには紙幅が足りないoまた②③僅)は写寅も

小さく情報が少ないため､本稿ではまずは写寅と情報がある程度提供されている

①(a(卦を中心に扱 うものとしたい｡

2.巴楚人形押印の考察

巴楚人形押印 (①) 新東 ･巴楚県 ･脱庫孜沙来,1959年出土

高2.7×幅 2.2×1.7cm o

印泥におした状態をイメージ作成

〔楼蘭展 :p.128〕

①の印は ｢南北朝時期｣ ｢5-6世紀｣の ｢人形押印｣と

呼ばれており､次のようなA､Bの鋭明がなされてきたO

A. 白色璃瑞の押印｡印上の人物は､深 目高鼻のコーカソイ ド種の特徴を有

し､頭は長髪で幅広の円頂帽をかぶっている｡足には､長靴 (ブーツ)を

はき､腰にはまえかけらしきものを着け､屑の上に魚などをかついで前を

向いて歩いている｡メソポタミアの印帝と見られる｡ 〔楼蘭展 :p.177〕

B.白い玉から作った印章で､帽子を被 り､荷を背負い､何かを持って歩い

ている人物を表している｡荷物を運送する人物のようであり､あるいは輸

送の際の封印に用いたものとも想像される｡印の側面には穴が穿たれてお

り､その両脇には楕円形の浮彫装飾がある｡こうした形の印寒は､ササン

朝ベルシアで用いられており､この印もササン朝ベルシアとなんらかのつ

ながりを持つ人物が使用したものであろう 〔黄金の道 :p.148〕0

若干の違いはあるが､荷物 (魚?)を背負い､何かを持って歩いている人物と

する点で共通する｡大きな相違点は前者がメソポタミアのものとするのに対し､

後者は白粥瑞で､側面に穴が穿たれ､浮き彫 り装飾があるという外面的特徴から､

ササン朝ベルシアの印章との類似を指摘し､荷物を背負ったような図像から､輸

送物の封印とすることである｡ちなみにこの印章は現在でも ｢人形押印｣の名称

で紹介されている 〔張平2004〕0

この指輪印章の出土状況の詳細は不明だが､発見されたのは脱庫孜沙来 (トッ

クズサライ)とされるQ トックズサライは天山南路沿道のアクスとカシュガルの

間､新産ウイグル自治区 ･巴楚県の東北､図木静克 (トウムシュク)付近に位置

するO トウムシュクー帯はペリオや-ディンらが調査 した場所であるQ
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中国による発掘は 1928年の哉文弼指揮によるものと1959年の李遇春指揮によ

るものがあり(5)､図録に1959年出土と公表されていることから推定すれば､①は

後者の調査で発見されたと思われる｡この一帯からは他にパフレグィ､ トガラ､

ウイグル､サカ､アラビア､漢文等の各種首級の文番が出土しているようであり､

また ｢八世紀のものと考えられる トウムシュク静の世俗文番には､ソグド静の月

名が使われているものがあるし､ソグド人が紀人として登場 している文番も｣〔青

田1997〕あって､ソグド人が居住 していた可能性 もあるO

残念ながら､中国隊による調査の正式な報告番は出版されていないが､栄新江

は欧州隊が収輿 した資料にもとづく調査や言語学的研究の成果をふまえ､トック

ズサライ南東の城地を 『新府番』巻 43下 ･地理志がもとづいた驚耽 『道吸取』等

によって示される亀蓑の酋境にある ｢機史徳城｣と比定した 〔栄 1991〕 0

①が ｢南北朝時期｣ ｢5-6世紀｣の浪物とされているのは､おそらく同じ地層

の他の出土漉物による推産であろうoたしかにこの西方系の印準は5-6世紀頃､

トックズサライが東商交渉の拠点としてさかえたことを感じさせる｡ただ､この

印からわかるのはそれだけであろうかO

実はこの印車は ｢メソポタミア｣ ｢ササン朝｣のものなどと推測されながら､

不思繊なことにそれらの印車と比較がおこなわれてこなかった｡そこでこれら地

域の印聾との比較をこころみると､盛大なことにきづかされる｡

ササン朝の印率をみていくと､嚢は①の印面のシンボルは比較的よくみられる

ものなのである0本稿末に付した印 酔 -覚に戟せた①-a～①-dなみていただきた

いoここにみられる図像と①は､三角状の持ち物､背負っているもの､何かをか

ぶっているような頚の形状など特徴が共通しており､同じ図像を憩織 して作成し

たものと断常して良いであろうOそして ｢滑の上に魚などをかついで｣ r荷を背

負い｣というような鋭明は間適いであり､①の背にみえるのは翼であって､一一一種

の ｢神 (天使)像｣とみるべきであるO

①m.､①-C.は大黄博物館所蔵で､解脱によればともに材質は玉髄であり､①

-aは 4-5世紀､①-Cは 5世紀のものとされている｡奇妙な三角状の持ち物は

｢diadem(リボンつきの環O王権のシンボル)｣だという｡ササン朝の王権神授

像にはしばしばこれが描かれる (①一g:アルダシール 2世王権神授図)｡このシ

ンボルは女性神であるニケ､ビク トリアと同等でありながら､ササン朝における

男性神とみる説がある 〔Bivar1969〕o①-bはグープルの著番では①-aなどとも

に ｢NikeVictoriaPutto(ニケ､ビクトリア､天使)｣に類別する 〔Gabl1973〕a

注目すべきは､ササン朝の王権神授彫刻があるイラン北西部のタ-ケ ･ポスター

ン大綱正面アーチにdiademをもつニケとみられる像があり､これが印車と同じモ
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チ-フと思われることである ((ヨーh)o田辺勝美によれば太洞正面アーチの像は

ウァナインティー女神で､その持ち物はフヴァルナ- (正統で合法的な王権)を

しめすという 〔田辺2002b〕 0

(丑のグループの印章のうち､a,b,Cはササン朝の印章とされるも出土地がわから

ないが､d,e,fはこうした印章には珍しく出土地がほぼ推測可能である｡まず､任)

-dは 1930年代のメトロポリタン美術館によるQasrlAbuNasrの調査によって得

られた印章 (封泥)である 〔Frye,R1973〕(̀l')｡そして①-eはペシャワール博物館

所蔵であり 〔callieri1997〕､パキスタン国内で発見されたものであろう｡①ィは

-ディンが 1896年にヨー トカンで入手したものである 〔Osten1952〕 0

この印章は先の解説にみたように､シンボルとして何を示したのかを知らない

ものにはその意味を持たないもので､発見されたシンボルに特徴が保持されてい

ることは一定の認識があった指標となりうるOそしてこれがあるていどの分布で

みつかることは発見された地域間にこのシンボルについて同じ理解を示す人間が

いた可能性が高いことを示している｡ しかもこのシンボルは王権の正統性を示す

神像であった可能性があり､持ち主はある程度の立場の者であったようにも思わ

れる｡こうした印章は護符として所持されたこともあっただろうが､実際､出土

遺物から封泥に捺されていたことはあきらかで 〔Frye1973:p.42〕､手紙や荷物の

封泥に捺すのが主用途とみられる｡

また①は 〔黄金の道 :p.148〕の写真によれば側面は楕円形で浮彫装飾があり､

穴が穿たれている (ヒモなどを通したとおもわれる)｡ この装飾 ･形状はビバー

のササン朝指輪印章の形状のおおよその年代整理によれば､4世紀から5世紀の

典型的なものに-致するO 〔Bivar1969,pp.20-24,p.143(SHAPESⅡ･AE2/BC3)〕 O

こうしたことから考えて､このシンボルは少なくともササン朝の領域とヨー トカ

ン､ トックズサライ間に4世紀から5世紀頃､頻繁に人や封泥を用いた文番や荷

物の行き来があった証拠といえるであろう｡

3.李賢基金戒指の考察

李賢基金戒指 (⑤) 寧夏 ･固原､1983

最大外径 2.4cm,石直径 0.8cm

左 :〔固原文物 :p.129〕

右 :印泥におした状態をイメージ作成

⑤は､寧夏回族自治区､圃原で 1983年に発

掘された北周の李賢夫嚢の合葬墓から発見さ
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れた 〔李賢夫婦法上 夫婦ともに墓誌が出土しており(7)､李緊 (503-569)は 『周

書』巻 25､ 『北史』巻59に伝がある｡墓誌によると泰呉輝(509-547)は若くして

没 している｡まずは被葬者について紹介し､どのようにしてこのような印章を李

氏が手に入れたかを考えてみたい｡

李賢の家系は唐童と関係をほのめかすように ｢その先､靴閣戚紀の人｣とある

が､唐修 『周聾』は出自を粉飾しているf洞巳性があり､墓誌に ｢挙陵の後なり｣

とあるのは李氏の墓誌にみられる常套であるO

曾祖父が北貌太武帝の時に屠各討伐に没して､寧酬専軍､靴西郡守をおくられ､

祖父の代から原州平高の地に居住したとされるO六鏡の乱がおき､永安年間(528

-529)､万侯醜奴が反乱をおこし､爾先天光が鎖圧するも､万僚氏の残党が原州

におり､鎮圧のため､爾来末光は原州の奉幣に助力を求めるOここからはじまっ

て季氏はついには西鶴政権の成立にかかわっていく o そして西鶴 ･北周政権のた

めに武功をあげ､墓誌に ｢故に官爵､四1勘こ隆し､子孫､八凱に茂し｣と番かれ

るまでの権勢をもつにいたるのであるOまた 『周蕃』本伝によれば､夫人の呉氏

は幼少時の字文数､憩を6年間養育し､その功で字文を賜姓され ｢賜与甚だ解し｣

であったといい､宇文氏と近い｡

また彼には2人の弟がいた｡原州挙氏叫族の晒代までの繁栄は彼らの働きによ

るところが大きく､後述するように印寒の意味を考える上でも蔑栗である｡弟の

1人､挙連は 『周番』巻25によれば､正光年間(520-525)､北親政権の混乱に乗

じて原州に侵入してきた勅勘をくいとめようとしたが防ぎきれず､兄弟は落ちの

び､遠は北執政権に助力をあおぐために洛陽にむかうOそして先述の爾朱天光の

酉征に際し､原州で軍を導くと同時に､緊tP乎応 して功をあげた｡

2番目の弟は挙稜で 『周番』巻30､ 『北史』巻59に伝があるo寧文泰の腹心で

あり､永幣3(534)牢､泰の敵となった原州剤皮の史帰をとらえ､また別に戦地で

泰の窮地を救いだすなど武功をあげ､簸元帝をとらえた江陵征討(554)従軍の功槽

によって､原州別史に除せられたOその際､李幣の子が平高郡守､李遠の予は平

高県令となったO

注目すべきことは､まず原州が勅勘の攻撃を直に受けるような西方との交通の

要衝 (姑減と西安を結ぶ交通路上)にあることと､李氏が結果的に北魂政権の助

力をひきだしたように華北の安定に欠かせない場所と認織されていたことであ

る｡そして西北地域との出入り口というべき場所を李氏が握っていたことは西方

系の文物を入手しやすい環境と見ることもできよう｡

このような権勢をもつ者の墓にしては李賢夫妾の墓は質素で副葬品も東魂北素

量ほどの威勢はないが､出土品のひとつにギリシア系とおぼしき西方風の男女が
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あらわされた ｢婆金銀瓶｣がある｡典型的なササン朝タイプの金銀に輝く水瓶で

こればかりは質素とはいえないが､把手についている人物の頭部の形状などから､

ササン朝の影響をうけた トハリスタン (パクトリア)で製造されたものとされ､

装飾に5世紀以降に作製された特徴をもつという 〔マルシャーク･穴沢 1989､固

原文物pp.122-126､Juliano&Lemer2001〕｡また出土品にササン朝のガラスと

成分が一致するという ｢瑠璃椀 ｣があり､正倉院におさめられた瑠璃杯と似た円

形突起をもっている 〔固原歴史 :p.127〕 0

黒い歯石印章が朕め込まれた金の指輪はこのような李幣夫婦墓の副 葬晶の一一一点

で､呉輝の棺から見つかっており､呉氏が身につけていたと推測されている｡印

面の図像は簡報では天秤棒を担いだ女性として模写されていたが､実際は上にあ

げた反転画像のように何か湾曲したものをもって踊る女性のようにも見える｡5

世紀のソグディアナから出土した奨金工芸の一部に同じような踊り子の姿があり､

クリーブランド博物館に所蔵される5-7世紀のササン朝の銀皿に､頭上に葡萄の

蔓がからまったリボン (スカーフ)をひろげておどる同様な女性像があり､アナ

-ヒタ (ゾロアスター教の豊穣の女神､河神)か､-般的な鰹稀の女神と推測さ

れている 〔Juliano,&Lerner2001:p.101〕 ｡ またエフタル (5-6C)統治下のアフ

ガニスタンかパキスタンで作製されたとされるエルミタ-ジ封噂物館蔵 ｢二人の

女性をあらわした八曲長杯｣の-方の女性像も同様である 〔全集 :p.154〕a

以上､いくつも例があげられるように､このシンボルは5-7世紀にソグディア

ナやェフタル統治下の地域でポピュラーなものであり､ゾロアスター教の神像の

可能性もある｡ただ⑤が陰刻であって印寒としての用途ももつことを考えると､

このような図像がササン朝の印章にも用いられていたかどうかにまず留意すべき

であろう｡本稿末に付した印章-覚に載せた⑤をごらんいただきたいo

G)とササン朝の印章6)-aと⑤-bを比較すると､⑤はササン朝の印牽そのものか､

関係が深いとみられるOただ､⑤-aと⑤-bは同一の図像と認められるが､⑤は女

性のもつ湾曲した部分の両末端の彫りがひろすぎて､天秤棒に桶をつけたように

みえ､若干相違するようにもおもえる｡また､歯石印章として⑤のように金のリ

ングがついているものは､ビバーによる大英博物館蔵のササン朝指輪印章の中に

はあまりあげられていない｡ただ､ 〔Frye,R.1973:Fig33-4,ベルシア展 :p.95〕

にササン朝の金属製の指輪型印章がみられ､このタイプがササン朝にないわけで

はないが主流でないようにおもわれるO

-方､中央アジア出土の絵画類のなかではウズベキスタンのバラリク･テペ出

土の6-7世紀作と目される ｢饗宴図｣に措かれた人物2名の指に大きな指輪型印

章とおぼしきものがある｡ただ ｢エフタル朝の滅亡後､西突厭治下で制作された｣
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〔全集 :p.206〕とされ､どのような民族が描かれているのかはわからない(H)O

また､アレクサンダ-東征によるギリシア工匠の移住の影響か､紀元前～3世

紀にかけてパクトリアやソグディアナで同様の金のリングがついた歯石印章があ

ったことがしられる 〔UzbekistanI,p.195,パク トリア :fig.196,全集 :p.78〕 O

さらにソグディアナではソグド文字銘がある3世紀頃の散石印章 〔ur/Jbekistan

i,p.166〕や4-6世紀のドーム型 〔UzbekistanlT,pp.44-45〕があり､ササン朝の

印輩と印面や外観が酷似したものがみられる｡おそらく商取引上､ソグディアナ

でもササン朝領域内と同じように印章を使うことは日常的であったのであろう｡

またタシケン トから石の部分を欠いた 8世紀頃の銀の指輪が出土している

〔UzbckistanII,p.75〕｡このようにみていくと奉幣基金戒指はササン朝のものと

いうよりパクトリアやソグデイアナで製作された可能性があるC,なお､次にあげ

る史氏墓の一つからも､石の部分を欠いた指輪が出土しているn

4.史詞耽墓宝石印章の考察

史開耽基宝石印章 (⑥) 寧覚-･岡原､1986

直径1.56cm厚さ0.46cm

左 : 〔間膜文物 :p:215〕

右:印泥におした状態をイメ-ジ作

成

⑥は､寧東園族自治区､固原で1986年に発掘された膚の史網耽(584-669)墓か

ら発見された｡史冨耶陀墓は1982年から1995年にかけて発掘された北朝末から唐

前期の 7名の史氏墓のひとつである｡詞耽の父の史射勿(544-609)姦からは先述

の石の部分を欠いた金の指輪がでている 〔羅 1996,関原文物p.212〕 O

この史氏は中央アジア､キッシュ出身のソグド人であることがしられており､

被葬者は史索厳系と史射勿系の2系図に塵約できることや北朝末から階唐期のソ

ブド人-族の政権-の関わり方が明瞭にされつつある 〔山下2004､ソグド人墓誌

研究ゼミナール2004〕O本稿で特に重要なのはこの史氏が先にあげた原州李氏と

同じく､原州平高の人だということである｡さきに書いたように､永幣3(534)年､

宇文泰に敵対する側についた原州刺史の史帰は李稗の活躍でとらわれてしまうO

史帰と史射勿系のつながりは不明だが､史帰の-族は史射勿系より前に原州 ･平
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高に居住していたソグド人の可能性があるという 〔山下2004〕｡またしばしば原

州李氏一族に史射勿が従軍しており 〔ソグド人墓誌研究ゼミナール2004〕､史帰

の件で原州李氏と史氏は敵対関係になったこともあったとはいえ､李氏と原州の

ソグド人の間にはきわめて密接な関係がみられる｡先述したように原州は姑城と

西安の間に位置しており､439年､北魂が北涼を滅ぼした際､姑戚のソグド人を

多数捕虜にし､453-460年くらいにソグドの王が ｢これを購わんことを請｣うて

許された (『親書』巻 102西域伝 ･粟特国衆)という記事などから､北涼滅亡前

後から圃原にソグド人居住地が形成されたか､大きくなったとみてよいだろうo

購うとは身分的扱いの改善を求めたのであり､帰国を意味しているわけではない

し､北涼滅亡を事前に療して姑戚脱出をした者もいたにちがいないからである｡

このようにみていくと⑤と⑥の指輪がともにソグド人史氏もしくは固原に群落

をつくっていたソグド人の手によってもたらされたのではないかと考えられるO

ちなみに1957年､西安で発掘された隅の李静訓(599-608)墓からササン朝ベルシ

アのベローズ金貨や資石印章を利用した首飾り(⑧)など西方系の副葬品が出土し

ているが､李静訓は李賢の曾孫であるので､やはり原州との関係が想起される(9)0

⑥史詞耽墓宝石印章は銘文がはいっていることもあり先行研究が比較的多いが

やはりササン朝の印章との比較はないようである 〔雁 1996:pp.240-247､斉

1999:p.369､Juliano,&Lerner2001:p.260〕｡獅子の上に三叉にわかれた植物が

あり､まわりにはパフレグィ文字が刻まれているO ｢世界寛容 !他界寛容 !世界

寛容 !｣と書かれているという(10)｡羅豊はさまざまな西方系の獅子像をあげ､こ

の印面の獅子像がササン朝のものに類似すること､そしていかにして獅子像が中

国に伝わり中国化していったかを示し､獅子の上の植物を ｢生倫樹｣凄 してゾロ

アスター教との関係を示唆した 〔羅 1996〕｡しかし､ササン朝の印華と比較して

いくと容易には同意しがたい点がある｡本稿末に付したササン朝の印牽⑥のグル

ープをみていただきたい｡

獅子像は⑥ときわめて酷似しており､とりわけ⑥-bのルーブル博物館蔵のもの

は獅子上に植物があることまで同じである｡⑥とササン朝の印章との関連性は確

実であろうOただ⑥の植物は⑥-dと同じ植物であって､㊨-bの植物は⑥-eの植

物とみられる｡この⑥､⑥-eの植物は､田辺勝美が指摘した3弁のチューリップ

とみられ､製作年代をおおよそ4-6世紀とできるようにおもわれる〔田辺1999〕｡

なお､ 〔Juliano,&Lerner2001:p.260〕は獅子はゾロアスター教のナナ-神であ

り､チューリップに似た植物はゾロアスター教の rtreeofall舟uits｣とみているo

実際､獅子はナナ-神の乗り物となっていることが多く､パクトリアで前1世紀

ないし後 1世紀に発行されたとされるサバ ドビゼス王のドラクマ銀貨にはギリシ
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ア文字でナナ-女神の名を記して､神自身は記さずに脊属の獅子で表現している

という (⑥-f) 〔田辺 1996,全銀 :p.320〕Oこのドラクマ銀矧 こみえる三日月は

ナナ-神の父 (月神)を意味するとされ､ナナ-神の頚部に三日月がついた図像

の印牽 〔金塊 :p.320〕もあるOそうすると獅子と三日月の組み合わせの⑥-a､㊨

-Cはナナ-神を表現しているOただ､チューリップは正義と公正を司るアスタド

という女神の花とされるとする説があるとされるので 〔田辺 2002b〕､⑥はアス

タドを示すのかもしれないO

このようにみていくと⑥にみられるような獅子の表現は 〔Juliann,&Lerner

2001:p.260〕が指摘したようにナナ-かアスタドという神を示すとみられる｡ち

なみに⑥の印車は側面に傷跡がほとんどなく､実際印帝として使用されていた可

能性は低いという 〔Juliano,良Lerner2001･.p.260〕oナナ-神であれば特にソグ

ディアナで良く描かれており 〔金塊 :p.320〕､ソグド人から信仰の対象とされて

いたことがうかがわれる｡その潜味で､この敵石印寮は護符的な役割をはたして

いたのかもしれないo

史網耽の代にササン朝は滅亡し (651年)､酉突願が滅び (657年)､唐朝の勢

力は日射このび､ユーラシア大陸全体の情勢は大きく変化した｡ 唐朝による交通網

の樵傭が商莱情動に安定と周辺地域に大きな変化をもたらしたことはよく知られ

ているとおりであるO,ただ､ソグド滑の ｢古代番簡｣から知られるようは ｢河西

地域を根拠地としたリグド商人らが､近隣地城での交易路動を維持しつつ､そこ

から遠く中国内地-人をつかわしたり､又ソグデイアナ本国と手紙で連絡を取り

つつ､本国-直接に現地で飼い付けた物晶を送付｣ 〔親川1999〕していたことを

想起すると､荷主をあきらかにする封泥や印車はこのような時代の前にも後にも

不可欠な道具だったと思われる｡本稿でとりあげた⑤⑥は副葬品であって装飾品

としての側面が強いが､ササン朝系の印率が北朝隅膚期の漢人統治下の嶺域で

統舟と発見されていることは､当時､そうした印車を用いて西方にむけて麻薬活

動を行う者がいた可能性を示している｡印率はこうした点から､今後より注目さ

れるべき資料であろう｡

おわりに

従来の中国国内出土の資石印車の研究において､ササン朝ベルシアとの関係が

指摘されることはあったが､ササン朝ベルシアの印章自体が参照されることはほ

とんどなく､十分な検討がされているとはいえなかったO本稿はササン朝の印章

研究を援用することで北朝隅唐期にあらわれた爵石印章の分析を試みた｡論じた
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ことをまとめれば以下の通りである｡

1) 中国国内から出土している資石印章のうち､本稿でとりあげた巴嚢人形押

印 ･李賢基金戒指 ･史詞耽墓宝石印章はササン朝系の印章であるOただ典型的

な①をのぞき､ソグディアナなどで作られた可能性が高い｡おそらく東西に商

品を運んでいたとされるソグド人と関係があるとみられる｡

2) 原州固原および西安で出土した北周～唐初の爵石印章､爵石首飾りは原州李

氏とソグド人である原州史氏との関係から考えて､岡原に居住していたソグド

人と李氏との関係によってもたらされたものと推測される｡

3) 貴石印章はユーラシアの各地域間の交渉をうかがわせる資料としての価値を

持っているO

若干､検討が粗い感があるが､既発表の中国出土の爵石印草の意義について問

題提起する役割は十分に果たせたと思われる｡ここでは紙幅の関係もあり､多く

の印章について分析を残したが､稿をあらためて論じるものとしたい｡なお､不

十分な点が目立ったとおもうが尊家のご意見､ご批判を乞う次第である｡

PC-Cat2.5

RG-12a

ETHNOS

BM-CB3
3-46

略称 (出典一図版番号)

BM ■=〔Bivar1969〕

RG =〔GObl1973〕

Q.A.N.=〔Frye1973〕

ETHNOS= 〔osten1952〕
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RG-43a ML4.59

MF -207 BM-ESl

PC =〔Calleri1997〕

ML =〔GigllOuX1978〕

MrT=〔Frye1971〕

<注>

(1) 〔夏柵2000,森山 1982,令 -･1997,羅2004:pp.113-188]O

(2) 〔栄 2001〕などを参照｡

(3) 〔新関1995:pp.49-55〕｡

(4)カロシュティ-文番については､〔赤松2001〕に整理されている｡

(5) 〔黄 1958:pp.59-61,李 1962,撃 1980〕｡

(6) 〔Frye,R.1973:I.377〕は封泥だけの出土であるが､①の同類とみられる｡

(7) 〔通超 1992:pp,384,482-484〕O

(8) 〔アリバウム ･加藤訳 1980〕アフラシャブの壁画の説明で ｢指輪はしばしば

上部に球がついている｣(p.78)とあるが 〔全集 :pp.160-165〕では確認できな

かった｡

(9) 〔石渡2003〕はこのような豪華な埋葬品は李静訓が北周 ･隅政権の親族に近

いためとするO

(10)山内和也によると ｢世界寛容 !世界寛容 !世界寛容 !｣と読めるという 〔羅

2004:p.50〕｡ 〔Juliano,&LemeI,2001〕はほぼ同じ解釈で､林梅村に異説があ

るというO

略 号

李希宗墓 -石家荘地区革委会文化局文物発掘組 ｢河北賛皇来観李希宗墓 ｣､『考
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古』1977-6

呼和浩特 -内憂古文物工作隊･内療育博物館 ｢呼和浩特市附近出土的外国金銀

幣｣､『考古』1975-3

李賢夫婦基 -寧夏回族自治区博物館 ･寧夏固原博物館 ｢寧夏園原北周寧緊夫婦

墓発掘簡報｣､『文物』1985-ll

楼蘭展 - 朝日新聞社 『楼蘭王国と悠久の美女』展覧会図録､1992

ベルシア展 - 古代オリエント博物館 『古代ベルシア展』展覧会図録,1998

音速大観 -新東経吾爾自治区博物館等 『新藤文物音速大観』図録､1999

全集 - 田辺勝美 ･前田耕作編 『世界美術大全集 東洋編 15 中央アジア』

小学館､1999

黄金の道 -東京国立博物館等『シルクロー ド･綿と黄金の道』展発会図録､2002

パクトリア -MIHOMUSEUM 『古代パクトリア遮宝』展覧会図録､2002

固原文物 -寧夏固原博物館 『圃原歴史文物』科学出版社､2004

Uzbekistan:-伽 TJPaH mCKyCCTBOjU)eHemJj:35EKMOT:HH4,1nstitueof

ArchaelogyoftheUzSSR,(Exhibitioncatalogue),1991

引 用 文 献
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京都大学学術出版会｡

荒川 正晴

1999 ｢ソグド人の移住衆落と東方交易活動｣､『世界歴史』15､岩波審店｡

アリバウム,L.Ⅰ.加藤九酵訳

1980 ｢古代サマルカンドの壁画｣､文化出版局｡
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